
（
供
給
計
画
の
届
出
）

第
五
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分

に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
期
間
に
お
け
る
計
画
を
記
載
し
た
様
式

第
六
の
供
給
計
画
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
売
電
気
事
業

者

一

年
度
別
の
最
大
電
力
の
供
給
に
関
す
る
こ
と

初
年
度
以
降
十
年
間

二

年
度
別
の
電
力
量
の
供
給
に
関
す
る
こ
と

三

電
気
の
取
引
（
振
替
供
給
、
接
続
供
給
、
特
定
供
給
及
び
法
第

二
十
七
条
の
三
十
一
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
電
気
の
供
給

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
こ
と

一

月
別
の
最
大
電
力
の
供
給
に
関
す
る
こ
と

初
年
度

二

月
別
の
電
力
量
の
供
給
に
関
す
る
こ
と

一
般
送
配
電
事

業
者

一

年
度
別
の
最
大
電
力
の
供
給
に
関
す
る
こ
と

初
年
度
以
降
十
年
間

二

年
度
別
の
電
力
量
の
供
給
に
関
す
る
こ
と

三

使
用
を
開
始
し
、
又
は
能
力
を
変
更
す
る
主
要
な
送
電
線
路
及

び
変
電
所
に
関
す
る
こ
と

四

電
気
の
取
引
に
関
す
る
こ
と

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
以
後
に
旅
券
法
施
行
令
（
平
成
元
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
の
申
請

を
す
る
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
こ
れ
ら
の
処
分
の
申
請
を
し
た
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
省
令
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
旅
券
法
施
行
令
及
び
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
に
関
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
旅
券
法
施
行
令
第

三
条
第
一
項
の
適
用
を
受
け
て
外
国
に
あ
る
者
が
国
外
に
お
い
て
行
う
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同

日
前
に
そ
の
申
請
を
し
た
者
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

ジ
ン
バ
ブ
エ
に
お
け
る
手
数
料
の
額
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
手
数
料
の
額
と
同
額
と
し
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ド
ル
に
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
発
電
事
業
の
届
出
）

第
二
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
の
発
電
事
業
届

出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
一
項
第
五
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他
の
連
絡
先

二

特
定
発
電
用
電
気
工
作
物
ご
と
の
接
続
最
大
電
力
及
び
出
力

三

専
ら
自
己
の
消
費
の
用
に
供
す
る
発
電
用
の
電
気
工
作
物
で
あ
っ
て
、
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
接
続
に
係
る
も
の
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
気
工
作
物
の
設
置
の
場
所
、
原
動
力
の
種
類
、
周

波
数
及
び
出
力

四

一
般
送
配
電
事
業
者
に
そ
の
一
般
送
配
電
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
電
気
を
発
電
し
、
当
該
電
気
を
供
給
す

る
こ
と
を
約
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
供
給
の
相
手
方
及
び
そ
の
内
容

３

法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

発
電
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
工
作
物
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面

二

一
般
送
配
電
事
業
者
に
そ
の
一
般
送
配
電
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
電
気
を
発
電
し
、
当
該
電
気
を
供
給
す

る
こ
と
を
約
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
供
給
の
相
手
方
と
の
契
約
書
の
写
し

三

届
出
者
が
推
進
機
関
の
会
員
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
届
出
者
が
推
進
機
関
に
加
入
す
る
手
続
を
と
っ

た
こ
と
を
証
す
る
書
類

４

法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
の
発
電
事
業
変
更
届

出
書
に
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
発
電
事
業
の
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
三
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
の
発
電
事
業
承
継
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
の
休
止
及
び
廃
止
並
び
に
法
人
の
解
散
）

第
四
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
休

止
又
は
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
の
発
電
事
業
休
止
（
廃
止
）
届
出
書
に
休
止
又
は
廃
止
を

必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
発
電
事
業
者
た

る
法
人
の
解
散
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
の
解
散
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
九
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
電

気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
の
要
件
等
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
の
要
件
等
を
定
め
る
省
令

（
発
電
事
業
に
係
る
発
電
用
の
電
気
工
作
物
の
要
件
）

第
一
条

電
気
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
発
電
用
の
電
気
工
作
物
（
以
下
「
特
定
発
電
用
電
気
工
作
物
」
と
い
う
。）で
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
続
最
大
電
力
（
特
定
発
電
用
電
気
工
作
物
と
一
般
送
配
電
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る

電
線
路
そ
の
他
の
電
気
工
作
物
（
一
般
送
配
電
事
業
者
以
外
の
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
電
線
路
そ
の
他
の
電

気
工
作
物
で
あ
っ
て
、
一
般
送
配
電
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
電
線
路
そ
の
他
の
電
気
工
作
物
に
電
気
的

に
接
続
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。）と
を
直
接
に
電
気
的
に
接
続
す
る
地
点
（
次
項
に
お
い
て
「
接
続
地
点
」
と
い

う
。）に
お
け
る
最
大
の
電
力
を
い
う
。
次
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
小
売
電
気
事
業
、
一
般
送
配

電
事
業
又
は
特
定
送
配
電
事
業
（
第
三
号
に
お
い
て
「
小
売
電
気
事
業
等
」
と
い
う
。）の
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の

（
第
二
号
に
お
い
て
「
小
売
電
気
事
業
等
用
接
続
最
大
電
力
」
と
い
う
。）の
合
計
が
一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
こ

と
と
す
る
。

一

出
力
が
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

出
力
の
値
に
占
め
る
小
売
電
気
事
業
等
用
接
続
最
大
電
力
の
値
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
（
出
力
が
十
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

発
電
す
る
電
気
の
量
（
発
電
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。）に
占
め
る
小
売
電
気
事
業
等
の
用
に
供
す
る

た
め
の
も
の
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
（
出
力
が
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
パ
ー
セ

ン
ト
）
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
接
続
地
点
に
接
続
し
て
い
る
二
以
上
の
発
電
用
の
電
気
工
作
物
は
、

一
の
発
電
用
の
電
気
工
作
物
と
み
な
す
。
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